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日 本 鱗 政 学会 第 36 回 大 会 一 般 講演 要旨 (1989 年 ・ 名 古屋 ) 
講演 日 :1989 年 11 月 25-26 日 
会 場 : 南 山大 学 
1. タヒチ シジミ (Nacaduba tahitiensis) の 発見 と その 意義 広渡 俊哉 ・ 原 雅幸 


タヒチ シン ジミ (Nacaduba tahitiensis) は 原 ・ 広 渡 (1988) に よっ て 南 太平 洋 の タヒチ 島 か ら 記載 され た 
種 で ある , 本 種 は 後 超 裏面 に 金属 光沢 の ある 緑色 鱗 を 持つ こと で 同島 産 の 万 yo7Z7z22es catochloris (BorS. 
DUVAL) に 似る が cg7ocz/977% で は この 緑色 鱗 か が 前 次 裏面 の 次 頂部 付近 に も 現れ る こと , 前 後期 裏面 の くさ び 
状 の 亜 外 縁 斑 を 欠く こと な ど で 区 別 で きる , タヒチ シジミ は Aocggzz 属 の 既知 種 と は 外観 的 に か な り 異 
な っ て お り 混 同 さ れる よう な こと は な い が , 雄 変 尾 器 の bulbus ejaculatorius が phallus の 背 方 に つく こと , 
雌 交尾 器 の corpus bursae は 球状 で 釣 状 の signa が 発達 し ductus seminalis は ductus bursae の 開口 部 付近 
で 太く な る こと な どか ら AMNacaduba 属 (アマ ミウ ラナ ミ シ ジ ミ 属 ) に 属す る こと は 疑い な い . 

タヒチ シジミ の 発見 で 浮か び 上 が っ た の は 万 yhojamides catochloris の 分 類 学 的 位置 の 問題 で ある . 厄 
catochloris は タヒチ 島 の Fautaua 谷 で 1925 年 に 採集 され た 1 時 (現在 , 大 英博 物 館 に 所 蔵 さ れ て いる ) が 
現存 する だ け で , その 後 ま っ た く 採 集 記 録 が な く , 分 類 学 的 位置 が 不明 だ っ た 種 の 一 つ で ある . タヒチ シ ジ 
ミ と の 比較 と いう こと で この 唯一 の 標本 を 大 英博 物 館 か ら 借 用 し 詳細 に 調べ た 結果 , この 種 も タヒチ シ ジ 
ミ と 同様 に Nacaduba 属 に 固有 な 形質 を 持っ て お り , 太め o722222es と いう 独立 の 属 と し て 扱う べき で は な い 
と いう 結論 に 達し た . た だ し , タヒチ シジミ と catochloris が 姉妹 種 関係 に ある か どう か は 現在 の と ころ 明 ら 
か で は な い . 

ん AZcggz2g 属 は スン ダラ ンド ー ニ ュー ギニア を 中 心 に サモ ア ま で 分 布 す る こと が 知ら れ て いた が タヒチ 
ンジ ミ の 発見 に より さら に 分 布 を 東 へ 拡大 する と と に な っ た . タヒチ シジミ の 発見 は 南 太 平 洋 地 域 に お け 
る cggz22 属 の 種 分 化 を 考察 する 上 で 重要 な 資料 を 提供 する も の と 考え る . 











2. 長野 県 に お ける クロ コノ マチ ョ ウ の 食 草 導 川 憲男 ・ 折 竹 博 

長野 県 南端 部 (下伊那 郡 ) で この 10 年間, クロ コノ マチ ョ ッ ウ Melanitis phedima oitensis MATSUMURA 
を 調査 し て き て , 表 1 の よう に 食 草 と し て ョ シ , ツル ヨシ , オギ, カリ ヤス モドキ , ハネ ガヤ , アブ ラス ス 
キ , スス キ の 計 7 種 を 確認 し た . こと の うち ョ シ , オギ , カリ ヤス モドキ , ハネ ガヤ の 4 種 は 本 種 の 新 食 草 で 














あっ た . 
表 1. 確認 し た 年 度 毎 の クロ コノ マチ ョ ウッ の 食 草 . 

ョ ン ッ ル ョ ヨン オギ 人 ハネ ガヤ アブ ラス スキ スス キ 
1980 年 - O( 多 数 ) O( ゆ 数 ) 
1981 O( 多 数 ) 
1982 O( ゆ 数 ) 
1983 O( 少 数 ) 
1984 O( 少 数 ) 
1985 O( 少 数 ) 
1986 O( 多 数 ) 
1987 〇 (多数 ) O( 少 数 ) 
1988 O( 多 数 ) OC JJ) OC 1 ) O( 2 ) 
1989 O( 多 数 ) OC 1 ) O 〇 (数 ) OC 1) TR) OLE OC 2 ) 





( ) 内 は 確認 箇所 
表 1 か ら み て ョ ン が 当地 に お ける 食 草 の 主軸 で ある こと は まち が いな い . また , ツル ョ ン も 調査 を 開始 し 


た 時 か ら 食 草 に な っ て いる 。. 
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と ころ が , 最近 に な っ て ョ ヨシ, ツル ョ ン シ 以 外 に オギ , カリ ヤス モドキ , ハネ ガヤ , アブ ラス スキ , スス キ 
の 計 5 種 が 食 草 に な っ て いる こと と が わか っ た . この 5 種 は 毎年 同じ 場所 を 調査 し いる の で 今 ま で の 調査 で 
みお と し た の で は な く , この 1, 2 年 で 食 草 と し て 対応 し た こと は まち が か が いない. 

つま り , 同一 場所 で 1980 年 か ら 食 草 を 調査 し て き て 8 年 間 は 川辺 付近 の 湿性 植物 で ある ョ ン と ツル ョ シ 
だ け を 食 草 と し て いた も の が , 川辺 に ある 他 の 湿性 植物 の オギ や , 山道 仙 い に ある 乾 地 性 の 植物 (カリ り ヤ ス 
モドキ , ハネ ガヤ , アブ ラス スキ , スス キ ) へ ん と 食 草 の 幅 を 拡大 し て いる よう に 思わ れる . これ は 土着 が 定 
着 し 安定 し た た め に 成虫 の 産卵 行動 範囲 と 食 草 選択 幅 が 拡大 し た た め と 考え られ る . 

下伊那 郡 に 1978 年 ご どろ か ら 土 着 し て 11 年 た ち , 今後 さら に 食 章 選択 幅 を 拡大 し , 乾 地 性 の 植物 へ と 食 草 
の 幅 を 拡大 し て いく の か , また 北西 限 を さら に 北 へ 伸ばす の か な と 尋 味 が も た れる と ころ で ある か , 今後 も 
調査 を 継続 し て いく 必要 が ある . 

最後 に , 本 種 の 食 草 に つい て ご 教示 いた だ いた 白水 隆博 士 と , 食 草 の 同定 で お 世話 に な っ た 松田 行雄 先 
生 に 厚く お 礼 を 申し 上 げ る . 


3. オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ の 生態 的 特徴 に つい て 阿 江 茂 
カラ ス ア ゲハ の 春 型 の 卵 よ り の 幼虫 は , 野外 で の 袋 が け の 飼育 に お いて も 多く の 休眠 遇 が 生じ る . オキ ナ 
ワカ ラス アゲ ハ に ゃ も この 傾向 が 見 られ , 休眠 遇 に な る 率 は 高い よう で ある か, 臨界 日 長 に 明らか な 差 が ある 
か どう か は 詳細 な 比較 実験 が 必要 で ある . ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ も 休眠 率 は 高い よう で ある . また オキ ナウ 
カラ ス ア ゲハ と ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ を 25 で , 1 日 18 時 間 照 明 で 飼育 し て も , 多く の 休眠 上 由 を 生じ し る, 一 
方 台湾 産 の カラ ス ア ゲハ では, 18 時 間 照 明 の 飼育 で は 全く 休眠 遇 を 生じ な い , 

オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ の 幼虫 は 現地 で は ハマ セン ダン の 他 に , ミカ ン 属 の シー クア ー サ ー で も み ら れ る 
が , 飼育 で は 四季 咲き の レモ ン で よく 育つ . この 四季 咲き の レモ ン で は , ヤ ェ ヤマ カラ ス ア ゲハ る も 台湾 産 の 
カラ ス ア ゲハ も よく 育つ が , 本 州 産 の カラ ス ア ゲ へ は 必ず し も よく 育た な いよ う で ある . いずれ も 更に 詳細 
な 比較 研究 が 必要 で ある が , オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ が 生態 的 と も 他 の 地域 の カラ ス ア ゲハ と 異な っ て いる 
可能 性 は 大 きい と 思わ れる . 

また オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ の 雌 , 本 州 産 カ ラス アゲ へ ハ 雌 と ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ 雄 の 交雑 で は , F」 の 雌 が 
先 に 羽化 し , 雄 は お くれ る と と も に 休眠 遇 と な る 率 が 高い . 他方 ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ 雌 と オキ ナ ワ カラ ス 
アァ アゲ へ 雄 の 交雑 で は , 下 」 の 雄 は 休 由 疫 に な っ て も 普通 た 羽化 する の に 対し て , 雌 は 長い 幼虫 期間 を へ て 巨大 
な 映 と な っ て 羽化 し な いで 死亡 する こと が 多い , これ ら も オキ ナ ワ カラ ス ア ゲ へ 等 の 生態 的 な 差 が , 雑種 に 
お いて あら われ て き て いる も の と 思わ れ , この 面 で も 更に 研究 を 続け た いと 思っ て いる . 





4. 大 阪 府下 の 都市 公園 に お ける 蝶 類 群集 の 多様 性 石井 実 ・ 山 田 恵 ・ 広 渡 俊 哉 ・ 保 田 激 郎 
1988 年 4 月 一 10 月 , 大 阪 府下 の 箕面 公園 , 服部 緑地 , 大 阪 城 公園 , 大 泉 緑地 . 大 仙 公 園 の 各 都 市 公園 に 
お いて , それ ぞ れ , 計 13 回 の 蝶 類 の 目撃 調査 を 行っ た . その 結果 , 箕面 公園 で は 7 科 35 種 352 個体 , 服部 
緑地 で は 7 科 32 種 898 個体 , 大 泉 緑地 で は 7 科 22 種 923 個体 , 大 仙 公 園 で は 6 科 21 種 752 個体 , 大 阪 城 
公園 で は 5 科 14 種 212 個体 , 合計 7 科 47 種 3137 個体 が 確認 され た . 5 つの 公園 すべ て に 共通 し て み ら れ 
た の は , ヤマ トシ ジミ な ど 9 種 で , 逆 に , スジ グロ シロ チョ ウ な ど 15 種 は 箕面 公園 だ け で , サト キマ ダラ 

ヒ カ ゲ な ど 3 種 は 服部 緑地 だ け で , それ ぞ れ 目撃 され た . 

確認 され た 蝶 相 か ら , 各 公 園 の 植 被 段階 を 推定 する と , 箕面 公園 は 原始 一 農村 段階 , 服部 緑地 は 農村 段階 , 
残り の 3 公園 は 農村 一 都市 段階 と な っ た . 

蝶 頻 群集 の 種 多 様 度 は , 自然 公園 的 な 箕面 公園 で 最も 高く , 都心 に 位置 する 大 阪 城 公園 で 最も 低かっ た . 
大 阪 城 公園 や 大 仙 公 園 で は 特定 種 の 突出 が 顕著 で , 上 位 5 種 の 目撃 個体 数 の 占め る 割合 は , それ ぞ れ , 93%, 
75% で あっ た . これ ら は , 均衡 性 の 上 で も トッ プ の 箕面 公園 (57%) と 比べ , 極端 に 高い 値 で ある . また , 
箕面 公園 や 服部 緑地 の 蝶 類 群集 に つい て は , オク ター プ 法 に よる 個体 数 曲線 が 比較 的 高い 正規 性 を 示し た . 
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